
一般社団法人日本救急救命士会 設立趣意書 

 

救急救命士法が平成３年に制定されて以来、救急救命士を取り巻く環境は大きく変化

しました。高齢化による搬送患者数増加に伴う救急医療需要が増大、医師等の業務負担

軽減を目的として、令和３年に救急救命士法の改正が行われ、その活動範囲が医療機関

内に拡大されました。いま救急救命士に期待される役割が急速に拡大し、変化している

現代社会において、これらのニーズに応え、職能向上を促進するために、救急救命士の

総意をまとめるために「日本救急救命士会」を設立することに至りました。 

設立趣意 

1. 高度な救急医療提供のための協力: 日本救急救命士会は、救急医療の質と効率を

向上させることを目指します。最新の医療情報をあらゆる機関の会員が協力し

て情報共有し、救急救命士の知識とスキルの向上をサポートします。 

2. 教育と研修の促進: 救急救命士は専門性が求められる職種です。日本救急救命士

会は、高品質な教育プログラムと研修を提供し、救急救命士の専門性を向上さ

せ、安全な医療提供を支えます。 

3. 職業倫理の向上: 救急救命士の活動に関する倫理基準と最善の実践ガイドライ

ンを策定し、社会に対する信頼性を確保します。 

4. 救急救命士業界発展の推進: 専門職として相互の職域を支援し、救急救命士業界

全体の発展に貢献します。 

5. 公共福祉への貢献: 地域社会や様々な医療従事者と協力し、国民の健康と安全に

貢献します。また、あらゆる災害への備えと対応能力の向上に焦点を当て、被害

の軽減に努めます。 

我々は、救急救命士相互のさらなる連携や活動を通じて国民の健康と安全を守ってい

きたいと考えています。救急救命士制度から 30 年以上が経過し、新たな社会のニーズ

に応えるべく、日本救急救命士会を設立します。 

各位におかれましては、日本救急救命士会の趣旨をご理解いただきご参加くださいま

すよう、心からお願い申し上げます。 
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